
会員相互の意見交換手法の調査研究について

会員相互の交流（特に市町村会員との交流）を促進するための意見交換手法について、

平成１９年９月～１０月にかけてアンケートによる意識調査を実施しました。多くの方か

ら御意見等をいただきましたことに対して、この場をかりて御礼申し上げます。

●調査対象者：全市町村会員６７５名

●回 答 数：５８３名（回収率８６％）

●調査結果概要

Q 気軽に質問（相談）できる場が必要と思いますか？

・Yes５３％

・N o４６％

Q 質問（相談）する場としてどのような形式が良いですか？

・福建ホームページでの意見交換の場・・・８１％

・定期的な意見交換の場・・・１４％

以上のことから、会員相互の意見・情報交換の場として、福建ホームページを活用す

ることが望まれる。

●福建への主な意見

①会員相互で自由に意見交換ができる場が必要。そのためには、気軽に話し合える環境

が必要なので、交流会（懇親会）等も必要ではないか。

②専門的な技術力の向上への取り組みを充実させてほしい

③会費に見合うメリットが感じられないので、会費を安くするか、メリットを感じられ

る提案が必要ではないか。

以上のような意見がありましたので、「アンケート調査結果の詳細」とともに今後の福

建活動の参考としてください。



市町村職員へのアンケート調査結果

Q1 あなたの所属等について教えてください

Q2 過去に業務等を進める中
で、県会員や市町村職員に質問
（相談）してみたいと思ったことは
ありますか？

Q3 今後、業務を進める中で、県
会員や市町村会員に気軽に質問
（相談）できるような場が必要だと
思いますか？
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アンケート結果から、多くの市町村会員は、福建ホームページでの意見交換の場の設置を望んで
いることから、今後、運営方法等を検討し実施すべきと考えられる。

Q7 【Q6で②と回答した方のみ】
福建HPでの意見交換は、どうあ
るべきですか？

Q4 Q3で『ある』とした場合、福島
県建設技術協会にどのようなこと
を期待しますか？

Q6 【Q4で②と回答した方のみ】
福建HPでの意見交換は、どのよ
うな形式が良いですか
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アンケート結果

意見要約 市町村会員が福建に望む具体的な意見等

市町村若手職員の研修をなるべく多く実施してほしい

若手を中心に年1回程度の県内一泊研修を実施してほしい（ネットワークづくりのためにも）

市町村職員と県職員の交流を図る催し物をこれまで以上に開いてほしい

年1回程度の担当者レベルでの懇親会を兼ねた意見交換の場

技術者の資質向上、技術研鑽のためにも連携した取り組みが大切

年１～２回程度の意見交換会の開催（方部単位での打ち合わせ等の場の設置）

定期的な意見交換の場が必要

若手職員を中心とした意見交換の場の設置

自由な意見交換の場が必要

オフサイドミーティングの設置（誰でも気軽に話せる場）

他市町村との意見交換が必要

若手職員が市町村を越えて意見交換ができる場を設置してほしい

若手を中心とした意見交換が必要

若手、中堅、管理職別の意見交換の場の設置

職員間での交流がないため誰に聞いたらいいか分からない

市町村職員の技術力向上のため県会員との勉強会や交流が必要

若手職員の技術研修と交流

方部別に技術関係の研修会や交流会的な行事が有ればよい

どうしても県職員が中心になってしまうので、市町村の意見を聞いてアドバイスしてほしい。

新工法研究会の設置

月刊誌を発行しているがおもしろい記事がない。もっと役に立つ記事を載せてほしい

技術的な情報提供

技師がいないので、建築工事は外部委託しているが、協会で技術指導してくれれば必要なくなる

技術企画基準等があった場合に会員への通知を

県会員と市町村会員又は市町村会員間で自由に意
見交換が行える場が必要ではないか。
そのためには、気軽に話し合える環境が必要なの
で、懇親会等が必要ではないか。



協会としての技術講習会の充実

技術的な問題点の共有する場の設置

中堅職員にもっと専門的な講習が必要。また、業務に直接生かせるような講習を受けたい

資格取得の案内や意見交換

専門知識の教授

会員における研究発表（出前講座）

補助メニューや技術的な工法を相談したり意見交換ができる体制を整備してほしい

設計積算基礎研修やJW-CAD研修

他県で実施される全建での技術講習会が認められないので、福建での技術講習会の充実を図ってほしい

福県HPで研究論文を掲載してほしい

技術士受験のための勉強会の実施

事務所単位での技術講習会の実施

設計積算（維持補修）の参考事例と分かりやすい解説の掲載

会費を安くしてほしい納入して月刊誌の配布のみでは会員のメリットがない

会費を安くしてほしい

全建の講習会等は、市町村会員は参加できないので、メリットが感じられない。会員のメリットを提案してほしい。

市町村職員のメリットが感じられないので、福建のPRが必要ではないか

これといった行事や報告もなく、何故会費が必要なのか

参加している意味を見つけられない

月1回の機関誌の中止（一人1冊は不要）

市町村会員の会費を下げてほしい

会員のメリットが感じられない

ボーリング大会を復活させてほしい（親睦を図るため）

建設ふくしまの定的な発行（半年に１回程度）

ボーリング大会の再開

全建ではなく福県の会報の発行を多くしてほしい

会費に見合うメリットが感じられないので、会費を安
くするか、メリットを感じられる提案が必要ではないか

その他

専門的な技術力の向上への取り組みを充実させて
ほしい


